














































































































（出所）Easterly （2006） The White Man’s Burden: Why the West’s Efforts to Aid the Rest 





























































 I ＝S （1）
 I ＝ΔK （2）
 v ＝ΔK/ΔY
  ＝I/ΔY （3）
ところで、（3）式を変形すると、
 ΔY ＝I/v （4）
（4）式を両辺 Yで割り、変化率の形で示すと、


























































































































































































  1） イースタリーは、成長率が低い国において、GDPに対する援助受取額の比率が高いのは、援助が
発展に悪影響を与えるわけでなく、経済状況が芳しくないために多額の援助が実施されるが、それに
もかかわらず経済が好転しなかったからだと述べている（Easterly，2006，p. 347）。
  2） 近年フィリピンでは、アキノ政権の下で政治改革が進められており、これらの国内要因における評
価は向上している。
  3） 少数の特権階級の支配者。
  4） 縁故関係者や仲間。
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